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1. 2024年3月期の連結業績（2023年4月1日～2024年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期 40,557 △4.4 2,877 △24.3 2,732 △29.6 1,795 △29.3

2023年3月期 42,404 5.9 3,801 93.7 3,882 88.4 2,541 95.4

（注）包括利益 2024年3月期　　2,529百万円 （1.5％） 2023年3月期　　2,492百万円 （76.1％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年3月期 86.33 ― 4.8 5.3 7.1

2023年3月期 122.20 ― 7.2 8.1 9.0

（参考） 持分法投資損益 2024年3月期 ―百万円 2023年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期 54,427 37,790 69.4 1,816.54

2023年3月期 48,523 36,286 74.8 1,744.92

（参考） 自己資本 2024年3月期 37,790百万円 2023年3月期 36,286百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年3月期 2,142 △9,987 3,948 5,265

2023年3月期 2,325 △2,045 △849 9,162

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年3月期 ― 20.00 ― 25.00 45.00 935 36.8 2.6

2024年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00 1,040 57.9 2.8

2025年3月期(予想) ― ― ― ― 55.00 42.4

(注)2025年３月期（予想）につきましては、第２四半期末と期末の内訳は現時点では未定であります。

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,000 8.5 4,000 39.0 4,000 46.4 2,700 50.3 129.79



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　有

④修正再表示 　：　無

(注)詳細は、添付資料P.14「３．連結財務諸表及び主な注記(５）連結財務諸表に関する注記事項（会計上の見積りの変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期 20,900,000 株 2023年3月期 20,900,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期 96,727 株 2023年3月期 104,676 株

③ 期中平均株式数 2024年3月期 20,802,125 株 2023年3月期 20,794,815 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料P.４「１．経営成績等の概況（３）今後の見通し」をご覧ください。
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区分＼期別

前連結会計年度 当連結会計年度

対前年

増減率

自　2022年４月１日

至　2023年３月31日

自　2023年４月１日

至　2024年３月31日

金額 構成比 金額 構成比

公　　　　　共 19,853 46.8％ 18,504 45.7％ △6.8％

金　　　　　融 7,616 18.0％ 7,765 19.1％ 2.0％

産　　　　　業 14,934 35.2％ 14,287 35.2％ △4.3％

合　　　　　計 42,404 100.0％ 40,557 100.0％ △4.4％

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

① 当連結会計年度における取り組み

  当連結会計年度は「2023中期経営計画」の最終年度の総仕上げとして「自治体向け情報システムWebRingsの標準

化対応」「ＤＸソリューションの拡充」「サステナブル経営の推進」を軸に事業を推進してまいりました。

  「自治体向け情報システムWebRingsの標準化対応」

  当社のコア事業である公共分野においては、地方公共団体情報システムの標準化対応（自治体システム標準化対

応）の期限延伸により、計画面および収益面で影響を受けましたが、2024年度以降に本格化する自治体システム標

準化対応に向けて新たに品質管理部門を設置するなど準備を進めています。確実な移行支援に向けて、2024年度後

半より導入作業を開始する予定です。

  「ＤＸソリューションの拡充」

  中期経営計画に基づき強固な顧客基盤と豊富なサービスラインナップ、当社グループの総合力を強みとし、持続

可能な社会の創造に貢献するＤＸ企業グループへの変革を図ってまいりました。

  特に自治体ＤＸに関連したＤＸソリューションの拡充を中心に取り組み、業務資本提携先である株式会社三菱総

合研究所グループや他企業とのアライアンスを推進し、かねてより販売中のＡＩを活用した自治体向けソリューシ

ョン「ＡＩ相談パートナー」の拡販、民間分野へのＤＸサービスの提供を進めてまいりました。

  「サステナブル経営の推進」

  前年度に引き続きＤＸ企業としてサステナブルな経営を支える人材を育成するべく、テクニカル人材育成体系に

基づくＤＸリテラシーの底上げと、選抜者への集中教育によるＤＸ人材の強化育成に注力いたしました。

  当連結会計年度において当社は監査等委員会設置会社へ移行し、監督・監査機能の強化を行いコーポレートガバ

ナンスの一層の強化を図ってまいりました。

  また、当社は2023年５月、東京駅至近に全社営業の発信地として位置付けた「八重洲オフィス」を開設し、2023

年９月には、新たに水天宮前にオフィスビルを取得しました。同オフィスビルにはアイネスグループ各社の本部・

本社機能を集約し、グループ経営の意思決定迅速化、生産性向上、コミュニケーション強化を図り、経営基盤強化

と企業価値の向上を目指してまいります。

② 当連結会計年度における経営成績

  当連結会計年度の売上高は405億57百万円と前期比4.4％の減収となりました。業種別連結売上高は下表のとおり

です。

  公共分野につきましては、標準化前のリプレース需要の減少などにより、185億４百万円（前期比6.8％減）とな

りました。

  金融分野につきましては、前年度と概ね同水準の77億65百万円(同2.0％増)となりました。

  産業分野につきましては、主に基幹システム開発案件の減少などにより142億87百万円（同4.3%減）となりまし

た。

  商品・サービス別では、公共分野における前年度開発案件の保守フェーズへの移行などによりシステム開発が減

少しシステム保守が増加しました。

  損益面においては、主に公共分野の減収および新営業オフィス開設に伴うコスト増や本社移転に伴う一時費用計

上などにより、営業利益は28億77百万円（前期比24.3％減）、経常利益は27億32百万円（同29.6％減）、親会社株

主に帰属する当期純利益は17億95百万円（同29.3％減）となりました。

  【業種別連結売上高】                                                                    （単位：百万円）

（注）当連結会計年度より、グループ事業再編に伴い、従来「その他」に区分していたグループ会社売上高を、

公共・金融・産業分野へ表示しました。前連結会計年度についても同様に組替再表示しております。
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区分＼期別

前連結会計年度

自　2022年４月１日

至　2023年３月31日

当連結会計年度

自　2023年４月１日

至　2024年３月31日

対前年

増減率

金額 構成比 金額 構成比

シ ス テ ム 開 発 17,333 40.9％ 16,371 40.3％ △5.6％

運 用 14,831 35.0％ 13,903 34.3％ △6.3％

シ ス テ ム 保 守 4,853 11.4％ 4,984 12.3％ 2.7％

情 報 機 器 販 売 1,080 2.5％ 1,245 3.1％ 15.4％

そ の 他 4,304 10.2％ 4,051 10.0％ △5.9％

合　　　　　計 42,404 100.0％ 40,557 100.0％ △4.4％

  【商品・サービス別連結売上高】                                                          （単位：百万円）

（２）当期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における財政状態は、総資産は544億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ59億４百万円増加

しました。

流動資産は、現金及び預金や有価証券の減少等により46億40百万円減少し、202億83百万円となりました。固定資産

は、オフィスビル取得による土地や建設仮勘定の増加等により105億44百万円増加し、341億43百万円となりました。

流動負債は、１年内返済予定の長期借入金の増加等により11億86百万円増加し、76億１百万円となりました。固定

負債は、長期借入金の増加等により32億13百万円増加し、90億35百万円となりました。

純資産は、親会社株主に帰属する当期純利益の計上等により15億３百万円増加し、377億90百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます）は前連結会計年度末に比べ38億96百万円

減少し、52億65百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は21億42百万円（前期比7.9％減）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利

益の計上26億72百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は99億87百万円（同388.3％増）となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出96億26百万円及び有価証券の売却による収入23億円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は39億48百万円（前期は８億49百万円の使用）となりました。これは主に、長期借入

れによる収入50億円等によるものです。
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　【2025年３月期連結業績予想】 (単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

2025年３月期 44,000 4,000 4,000 2,700

2024年３月期 40,557 2,877 2,732 1,795

対前期増減率（％） 8.5 39.0 46.4 50.3

年間配当金

第２四半期末 期末 合計

2025年３月期（予想）
円　銭

－

円　銭

－

円　銭

55.00

2024年３月期 25.00 25.00 50.00

増減 － － 5.00

（３）今後の見通し

国内外の市場環境においては、地政学的なリスクや日米の金融政策、長期的な円安リスク等、依然として不透明な

状況が続く一方、物価高に対応した企業の賃上げ、国や政府による各種政策、施策により、足元の景気は緩やかな回

復基調が続くと見込まれます。

こうした環境下、当社は本年４月から、（１）自治体システム標準化対応、（２）次世代ソリューション開発投資

の遂行、（３）ＡＩを活用した事業基盤の高度化、を通じてＤＸ企業への進化を遂げるべく「2026中期経営計画」を

スタートさせております。同中計の初年度となる2025年３月期連結業績予想は、以下の通りとさせていただきます。

　また、2025年３月期配当金（年間）予想につきましては、当社の配当方針および上記業績予想に鑑み、年間１株

あたり５円増配の55円とさせていただきます。

（注）2025年３月期（予想）につきましては、第２四半期末と期末の内訳は現時点では未定であります。

（将来予測情報に関する注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社との比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作成する方針であり

ます。

　なお、今後につきましては、国内企業の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、同基準の適用について検討を進めてい

く方針であります。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,376 6,479

受取手形、売掛金及び契約資産 11,960 11,855

有価証券 2,300 －

仕掛品 268 ※２ 383

原材料及び貯蔵品 66 69

前払費用 454 431

その他 514 1,084

貸倒引当金 △16 △19

流動資産合計 24,924 20,283

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,710 1,479

減価償却累計額 △3,204 △628

建物及び構築物（純額） 506 851

工具、器具及び備品 4,583 3,996

減価償却累計額 △3,494 △2,971

工具、器具及び備品（純額） 1,089 1,025

土地 3 5,299

建設仮勘定 1 4,587

有形固定資産合計 1,600 11,764

無形固定資産

ソフトウエア 2,241 2,498

その他 24 23

無形固定資産合計 2,265 2,522

投資その他の資産

投資有価証券 ※１ 13,236 ※１ 13,535

長期前払費用 678 767

繰延税金資産 4,490 4,147

その他 1,328 1,407

投資その他の資産合計 19,733 19,857

固定資産合計 23,599 34,143

資産合計 48,523 54,427

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当連結会計年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,006 1,909

１年内返済予定の長期借入金 － 416

未払費用 1,261 1,297

未払法人税等 908 722

未払消費税等 363 272

前受金 191 129

賞与引当金 959 959

役員賞与引当金 73 80

受注損失引当金 48 ※２ 49

資産除去債務 － 230

その他 601 1,533

流動負債合計 6,414 7,601

固定負債

長期借入金 － 4,583

役員退職慰労引当金 102 88

退職給付に係る負債 4,608 3,411

資産除去債務 276 154

その他 834 798

固定負債合計 5,822 9,035

負債合計 12,237 16,637

純資産の部

株主資本

資本金 15,000 15,000

資本剰余金 10,100 10,099

利益剰余金 11,682 12,438

自己株式 △155 △140

株主資本合計 36,627 37,398

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △179 54

退職給付に係る調整累計額 △162 336

その他の包括利益累計額合計 △341 391

純資産合計 36,286 37,790

負債純資産合計 48,523 54,427
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

売上高 42,404 40,557

売上原価 ※４ 32,306 ※４ 30,827

売上総利益 10,097 9,729

販売費及び一般管理費 ※１,※２ 6,296 ※１,※２ 6,851

営業利益 3,801 2,877

営業外収益

受取利息 51 52

受取配当金 11 27

保険配当金 8 14

その他 14 17

営業外収益合計 85 112

営業外費用

支払利息 0 11

投資事業組合運用損 1 8

事務所移転費用 － 233

その他 3 3

営業外費用合計 5 257

経常利益 3,882 2,732

特別利益

投資有価証券売却益 － 5

関係会社清算益 － 18

特別利益合計 － 24

特別損失

固定資産除却損 ※３ 0 ※３ 19

減損損失 181 －

特別退職慰労金 － 59

その他 － 5

特別損失合計 182 84

税金等調整前当期純利益 3,699 2,672

法人税、住民税及び事業税 1,131 860

法人税等調整額 27 16

法人税等合計 1,158 877

当期純利益 2,541 1,795

親会社株主に帰属する当期純利益 2,541 1,795

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

当期純利益 2,541 1,795

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △212 234

退職給付に係る調整額 164 499

その他の包括利益合計 ※ △48 ※ 733

包括利益 2,492 2,529

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,492 2,529

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 15,000 14,592 9,973 △4,651 34,913

当期変動額

剰余金の配当 △831 △831

親会社株主に帰属する当期純利益 2,541 2,541

自己株式の取得 △1 △1

自己株式の処分 0 6 6

自己株式の消却 △4,491 4,491 -

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 - △4,491 1,709 4,495 1,713

当期末残高 15,000 10,100 11,682 △155 36,627

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 32 △326 △293 34,620

当期変動額

剰余金の配当 △831

親会社株主に帰属する当期純利益 2,541

自己株式の取得 △1

自己株式の処分 6

自己株式の消却 -

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

△212 164 △48 △48

当期変動額合計 △212 164 △48 1,665

当期末残高 △179 △162 △341 36,286

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 15,000 10,100 11,682 △155 36,627

当期変動額

剰余金の配当 △1,039 △1,039

親会社株主に帰属する当期純利益 1,795 1,795

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △1 18 17

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 - △1 755 15 770

当期末残高 15,000 10,099 12,438 △140 37,398

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券

評価差額金
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 △179 △162 △341 36,286

当期変動額

剰余金の配当 △1,039

親会社株主に帰属する当期純利益 1,795

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 17

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）

234 499 733 733

当期変動額合計 234 499 733 1,503

当期末残高 54 336 391 37,790

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

当連結会計年度
(自　2023年４月１日

　至　2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,699 2,672

減価償却費 2,052 1,993

減損損失 181 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △87 0

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 6 7

受注損失引当金の増減額（△は減少） △89 1

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9 △13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △271 △495

関係会社清算損益（△は益） － △18

固定資産除却損 0 19

投資有価証券売却損益（△は益） － △5

事務所移転費用 － 233

特別退職慰労金 － 59

売上債権の増減額（△は増加） △2,730 42

棚卸資産の増減額（△は増加） △45 △117

その他の資産の増減額（△は増加） △20 16

仕入債務の増減額（△は減少） △146 △297

その他の負債の増減額（△は減少） 557 △724

その他 37 26

小計 3,134 3,398

法人税等の還付額 14 6

法人税等の支払額 △823 △1,262

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,325 2,142

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 0 △1,000

有価証券の純増減額（△は増加） － 2,300

有形固定資産の取得による支出 △958 △9,626

無形固定資産の取得による支出 △667 △1,048

長期前払費用の取得による支出 △212 △460

投資有価証券の取得による支出 △2 △10

投資有価証券の売却による収入 － 5

関係会社の清算による収入 － 30

敷金及び保証金の差入による支出 △272 △168

敷金及び保証金の回収による収入 55 87

資産除去債務の履行による支出 △1 △99

その他 13 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,045 △9,987

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 5,000

リース債務の返済による支出 △16 △11

自己株式の取得による支出 △1 △2

配当金の支払額 △831 △1,037

財務活動によるキャッシュ・フロー △849 3,948

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △569 △3,896

現金及び現金同等物の期首残高 9,731 9,162

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 9,162 ※ 5,265

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

建物及び構築物 ６～15年

工具、器具及び備品 ３～15年

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

　連結子会社は㈱アイネス総合研究所、㈱アイネスリレーションズ、㈱アイネステクノロジーズ、㈱アイネス

総合サービスの4社であります。

　愛寧寿信息系統（香港）有限公司については、総資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等がいずれも連

結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除外しております。なお、愛寧寿信息系統

（香港）有限公司は、現在清算手続き中であります。

　また、前連結会計年度まで連結の範囲から除外していた愛寧寿信息系統（上海）有限公司は、当連結会計年

度において清算結了しております。

２．持分法の適用に関する事項

　持分法を適用した非連結子会社及び関連会社はありません。

　非連結子会社である愛寧寿信息系統（香港）有限公司は当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持

分に見合う額）等が、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、持分法の適用範囲から除外

しております。なお、愛寧寿信息系統（香港）有限公司は、現在清算手続き中であります。

　また、前連結会計年度まで持分法の適用範囲から除外していた愛寧寿信息系統（上海）有限公司は、当連結

会計年度において清算結了しております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

なお、投資事業有限責任組合への出資（金融商品取引法第２条第２項により有価証券とみなされるも

の）については、組合契約に規定される決算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持

分相当額を純額で取り込む方法によっております。

②　棚卸資産

仕掛品

個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

原材料及び貯蔵品

個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

ａ．建物及び構築物

定額法

ｂ．工具、器具及び備品

定率法

（ただし特定の契約に基づく専用設備は定額法）

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
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②　無形固定資産（リース資産を除く）

ａ．自社利用のソフトウェア

　社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

ｂ．市場販売目的のソフトウェア

　見込販売本数に基づく償却額と残存有効期間に基づく均等配分額のいずれか大きい額

　見込有効期間は３年以内であります。

ｃ．その他の無形固定資産

定額法

③　リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

④　少額減価償却資産

　取得価額が10万円以上20万円未満の資産については、３年均等償却

⑤　長期前払費用

定額法

（3）重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　受注損失引当金

　受注制作のソフトウェア開発のうち、将来の損失が見込まれ、かつ当該損失額を合理的に見積ることが

可能なものについては、発生が見込まれる損失額を計上しております。

③　賞与引当金

　従業員の賞与の支出に備えるため、翌連結会計年度の賞与支給見込額のうち当連結会計年度に帰属する

部分の金額（実際支給見込基準）を計上しております。

④　役員賞与引当金

　役員賞与の支出に備えるため、翌連結会計年度の役員賞与支給見込額のうち当連結会計年度に帰属する

部分の金額を計上しております。

⑤　役員退職慰労引当金

　役員及び執行役員等の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しておりま

す。

（4）退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法につい

ては、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）に

よる定額法により費用処理しております。

　数理計算上の差異については、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定

の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しておりま

す。

③　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法

　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調整の上、純資産の部における

その他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。

④　小規模企業等における簡便法の採用

　連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額

を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
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（5）重要な収益及び費用の計上基準

当社グループの顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履

行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

①　受注制作のソフトウェア開発

受注制作のソフトウェア開発では、主に公共分野や金融・産業分野での受注制作によるソフトウェアの開

発、提供を行っております。

履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができる場合は、その進捗を発生したコストに基づく

インプット法（原価比例法）により見積り、収益を認識しております。また、進捗度を合理的に見積ること

ができないが、履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準

により収益を認識しております。

②　サービスの提供

サービスの提供では、主に公共分野での運用処理、システム保守、金融・産業分野での準委任契約等によ

るシステム開発、運用処理等を行っております。

サービスの提供の内、契約期間にわたり概ね一定の役務を提供するサービスでは、契約に基づきサービス

が提供される時間の経過に応じて履行義務が充足されると判断しており、役務提供期間にわたり顧客との契

約において約束された金額を契約に基づき按分して収益を認識しております。

また、サービスの時間、期間、処理量等に基づき現在までに履行が完了した部分の対価を顧客から受け取

る権利を有している場合には、請求する権利を有している金額で収益を認識しております。

③　情報機器等販売

情報機器等販売では、主に公共分野や金融・産業分野での情報機器販売、ソフトウェア販売等を行ってお

ります。

情報機器等販売では、製品を顧客へ引き渡し後、顧客が検収した時点で履行義務が充足されると判断して

おり、当該時点で収益を認識しております。

（6）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスク

しか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

（会計上の見積りの変更）

（資産除去債務の見積りの変更）

第２四半期連結会計期間において、横浜事業所の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務に対する資産除去債

務について、退去時に必要とされる原状回復費用に関して見積りの変更を行いました。

また、当連結会計年度末において、横浜事業所の原状回復費用について新たな情報を入手したことに伴い、退

去時に必要とされる原状回復費用に関して見積りの変更を行いました。

この見積りの変更により、資産除去債務残高が143百万円増加し、従来の方法に比べて当連結会計年度の営業

利益、経常利益、税金等調整前当期純利益がそれぞれ143百万円減少しております。

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

投資有価証券（株式） 0百万円 0百万円

投資有価証券（出資金） 13 －

前連結会計年度
（2023年３月31日）

当連結会計年度
（2024年３月31日）

仕掛品 －百万円 8百万円

（連結貸借対照表関係）

※１　非連結子会社に対するものは、次のとおりであります。

※２　損失が見込まれる受注制作のソフトウェア開発契約に係る棚卸資産と受注損失引当金は、相殺せずに

両建てで表示しております。損失の発生が見込まれる受注制作のソフトウェア開発契約に係る棚卸資産

のうち、受注損失引当金に対応する額は次のとおりであります。
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 前連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

給与手当及び賞与 2,418百万円 2,261百万円

賞与引当金繰入額 293 335

退職給付費用 225 165

役員賞与引当金繰入額 69 79

福利厚生費 463 451

研究開発費 689 426

営業支援費 168 358

 前連結会計年度
(自　2022年４月１日
　至　2023年３月31日)

 当連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2024年３月31日)

689百万円 426百万円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

建物及び構築物 －百万円 6百万円

工具、器具及び備品 0 9

ソフトウエア － 0

長期前払費用 － 2

計 0 19

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

48百万円 49百万円

（連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

※２　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

（注）当期製造費用に含まれる研究開発費はありません。

※３　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。

※４　売上原価に含まれている受注損失引当金繰入額

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

その他有価証券評価差額金：

当期発生額 △308百万円 340百万円

組替調整額 － －

税効果調整前 △308 340

税効果額 96 △106

その他有価証券評価差額金 △212 234

退職給付に係る調整額：

当期発生額 20 618

組替調整額 215 100

税効果調整前 236 719

税効果額 △72 △220

退職給付に係る調整額 164 499

その他の包括利益合計 △48 733

（連結包括利益計算書関係）

※　その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額
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当連結会計年度
期首株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式

普通株式　（注）１ 23,900 － 3,000 20,900

合計 23,900 － 3,000 20,900

自己株式

普通株式　（注）２，３ 3,107 1 3,004 104

合計 3,107 1 3,004 104

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 415 20.00 2022年３月31日 2022年６月27日

2022年10月31日

取締役会
普通株式 415 20.00 2022年９月30日 2022年12月５日

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年６月23日

定時株主総会
普通株式 519 利益剰余金 25.00 2023年３月31日 2023年６月26日

当連結会計年度
期首株式数（千株）

当連結会計年度
増加株式数（千株）

当連結会計年度
減少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式

普通株式 20,900 － － 20,900

合計 20,900 － － 20,900

自己株式

普通株式　（注）１，２ 104 ４ 12 96

合計 104 ４ 12 96

（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の発行済株式総数の減少3,000千株は、自己株式の消却による減少であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の増加１千株は、譲渡制限付株式の無償取得による増加０千株及び単元未満株

式の買取りによる増加１千株であります。

３．普通株式の自己株式の株式数の減少3,004千株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少4

千株及び自己株式の消却による減少3,000千株であります。

２．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

当連結会計年度（自　2023年４月１日　至　2024年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加４千株は、譲渡制限付株式の無償取得による増加３千株及び単元未満株

式の買取りによる増加１千株であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の減少12千株は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による減少であ

ります。
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（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

2023年６月23日

定時株主総会
普通株式 519 25.00 2023年３月31日 2023年６月26日

2023年10月30日

取締役会
普通株式 520 25.00 2023年９月30日 2023年12月５日

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり

配当額
（円）

基準日 効力発生日

2024年６月25日

定時株主総会
普通株式 520 利益剰余金 25.00 2024年３月31日 2024年６月26日

２．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

次のとおり、決議を予定しております。

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

現金及び預金勘定 9,376百万円 6,479百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △213 △1,213

現金及び現金同等物 9,162 5,265

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）及び当連結会計年度（自　2023年４月１日  至　

2024年３月31日）

　当社グループは、情報システムやネットワークの企画・開発から稼動後の運用・保守・メンテナンスまで一

貫したサービスを提供しており、情報サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　当社グループは、情報システムやネットワークの企画・開発から稼動後の運用・保守・メンテナンスまで一

貫したサービスを提供しており、単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上

高の90％を超えるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、特定の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％未満であるため、

記載を省略しております。

当連結会計年度（自　2023年４月１日  至　2024年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　当社グループは、情報システムやネットワークの企画・開発から稼動後の運用・保守・メンテナンスまで一

貫したサービスを提供しており、単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上

高の90％を超えるため、記載を省略しております。
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２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載

を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、特定の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の10％未満であるため、

記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）

　　当社グループは単一セグメントのため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自　2023年４月１日  至　2024年３月31日）

　　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）及び当連結会計年度（自　2023年４月１日  至　

2024年３月31日）

　　該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2022年４月１日  至　2023年３月31日）及び当連結会計年度（自　2023年４月１日  至　

2024年３月31日）

　　該当事項はありません。

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

１株当たり純資産額 1,744.92円 1,816.54円

１株当たり当期純利益 122.20円 86.33円

前連結会計年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

当連結会計年度
（自　2023年４月１日

至　2024年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
2,541 1,795

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

当期純利益（百万円）
2,541 1,795

普通株式の期中平均株式数（千株） 20,794 20,802

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

以上
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